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Ⅰ．はじめに
ⅰ．エピパトグラフィーについて
エピパトグラフィーとは，狂気を持たない健康な天才
においても，その一体関係にある配偶者や兄弟に精神病
理が見出され，そのことが創造活動に関係していること
をいう。この概念は，宮本が，従来のパトグラフィーに
付け加えそれに準ずるべく，1967年の第二回病跡学懇話
会（のちの日本病跡学学会）で提唱したものである。宮
本はのちに，epi の概念は多義的なので，Dual- Pathog-
raphie の方がふさわしいのではないかとも述べている
（宮本，1979）が，その後今日においてもエピパトグラ
フィーということばが使われている。
エピパトグラフィーでは，一体的な関係にある一組の
人物（夫婦や兄弟姉妹）がつねに問題で，その際，精神
病理的要因は創造者自身でなく，そのパートナーの方に
宿るのが原則という（宮本，1988，pp.64-80）。一体的
な関係にある一組の人物が，その一体感が病で危機にさ
らされるときに，その緊張感の中で創造活動が賦活され
るというのである。そしてその例として，高村光太郎・
智恵子の例を挙げて説明している。
また宮本（1979）は，一方の病が他方に影響を与える
だけでなく，双方向で考えている。「より弱くより依存
的な一方がこれを自己への侵害とうけとって危機状態に
おちいる。その場合，より強く支配的な他方が無意識に
相手の内部へ深く介入してしまい，結果として schizo-
phrenogenic な役割を演ずることもありうる」（宮本，
1979，p.49）。つまり，健康と思われる一方の何らかの
傾向が他方に重篤な精神的病を引き起こすことがあると
いうことである。病と創造の関係はなかなか複雑で，と
きにはデモーニッシュなものである。霜山（1982）はこ
れを「異形」と呼んでいる。そして，「天才の内に不気
味なデモーニッシュな異形を見出してこれを隔離する代
わりに，その反動形成としてこれを受容し，その価値を
認めていこうとするのがパトグラフィーの基礎である」
と述べている（p.82）。天才の中にある「異形」は，本
人もその周囲の人も否応なくそのうずに巻き込み，どこ
かにその影響が病として表現されるのかもしれない。こ
のような関係は，高村光太郎と智恵子の関係によく表れ
ているといえる（宮本，1970，1979）。
宮本（1988）はさらに，二人関係でなく三人の関係に
も注目している。「三者関係の創造と病理」として，
Rodin と Camille と Camille の弟の Paul の関係をあげて
いる。Camille は Rodin との関係で「Rodin が自分の発
想を盗みに来る」という迫害妄想を発展させていたが，
弟の Paul はそのような姉を常に支えていた。二人は兄
弟のうちでも芸術的な才能があることで共通していて，
詩人の Paul は姉のことを書き，Camille は弟の胸像を
作るような関係であった。Paul の支えで落ち着きをみ
せつつあった Camille だったが，Paul が突然結婚して
自分の元を去ったのちに大きく調子を崩し，ついには家
族により入院させられることになる。
ⅱ．創造の媒介者・庇護者
飯田（1984）は，天才的な科学者の研究から，彼らが
庇護者，現実との媒介者，賛同者に恵まれており，その
人たちによって業績を残すことができていることを指摘
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している。そして，孤独で強烈な批判にさらされながら
仕事を続け正気を全うした人物はほとんどいないとい
う。画家でいえば，Gogh と弟の Theo の関係はこの媒
介者・庇護者の例といえるだろう。Theo に子どもが生
まれたあとに Gogh は自殺している。これは Camille と
Paul の関係と似ている。そのほかでも配偶者や家族が
媒介者や庇護者の役割を果たした芸術家は多いだろう。
さらに町沢（1984）は，創造の媒介者の役割を，共感
的役割，エロス的役割，庇護的役割にわけている。共感
的役割とは，画家の Gogh が画家仲間の Gauguin に求め
たもので，「共感を通じて創造者の人格を自由に解放
し，一時的解体ないし退行を促し，新しい統合への可能
性を広げる」（p.66）ものである。そしてそれは創造の
内容に変化と融合を生じさせるものであるという。エロ
ス的役割とは，Goethe の創作期にそれに相応する女性
がいたように，「異性愛を目指し，自我感情を高めるこ
とを通じて創造への媒介となる」（p.67）ものである。
そして庇護的役割とは，精神的均衡を欠きやすい天才的
創造者にたいして，その能力がよりよく発揮できるよう
に現実的能力を補填する役割を果たしたり，愛情や一体
感を与え親のように庇護する役割のことである。
ⅲ．Kandinsky と Münter のエピパトグラフィー
Kandinsky は，抽象絵画の先駆者といわれるが，抽象
絵画へ変貌していく時期に一体的関係にあった Münter
という女流画家がいた。吉野（2000）は，この二人の画
家の創造性とエピパトグラフィーについて考察してい
る。吉野（2000）によると，Kandinsky は生涯に数回の
軽うつもしくは軽度の神経衰弱状態に陥ったが，大きな
破綻はみず，その性格は分裂気質もしくは分裂病質とも
評されるという。しかし一方で，友人が多く，家庭生活
を大事にし，人から信頼される人物で，指導者・組織者
の力量を発揮する循環性格者の面もあったという。彼の
芸術にみられる特徴は，個人的な精神病理的変化に並行
しているわけではなく，近代芸術の転換期という時代の
流れを汲み取り，実験的・試行的なこころみによって理
論的に到達したものであるという。一方 Münter は，24
歳時にミュンヘンの美術学校で Kandinsky に師事し，
やがて恋人関係になり，Kandinsky とのヨーロッパ長期
旅行ののちに，画面を平面的に区切り対象を単純化する
独特の表現方法を達成し，多作な時期を迎えた。Kan-
dinsky が抽象画にいたる前の表現主義的な一時期には
二人の作風が接近し，交錯も生じているように見えた。
Kandinsky は彼女の作風を純粋な女性的な表現として高
く評価し，その才能を愛し，理解し，第一次世界大戦で
ロシアに戻るまでは常に保護的な存在であったという。
Münter は一方で，Kandinsky の抽象画が完成していく
過程を見守り，その作品をめぐる周囲の不和や嫉妬のな
かでそれまでの新芸術家協会を脱退し，青騎士編集委員
会というグループに属するまで行動を共にしている。し
かしその過程で彼女自身の創作が不活発になり，しばら
く休養を取った時期がある。第一次世界大戦で Kandin-
sky はロシアに帰り，その後二人はストックホルムで再
会を果たし数ヶ月同居するものの，完全に別離する。
Münter はその後 Kandinsky のロシアでの再婚を知った
ときに， 3 年の間うつに苦しんだという。そののち評論
家の男性と出会い，彼との共同生活と庇護の下で，第二
次世界大戦時に制作が停滞したものの，85歳で亡くなる
まで画家として活動を続けられたという。Münter の性
格は，同性の友人が多く，いくぶん古風で，飾り気がな
く親切で，目的に向かって意志的に努力できる都いう点
が特徴であるという。しかし，庇護的存在をなくした35
歳あたりは非常に神経質になった時期があったという。
吉野（2000）は，「カンディンスキーが抽象絵画へとへ
と飛躍したとき。これまでさまざまな試みを共にしてき
ていた彼女は芸術上の一体関係の終焉を悟らなかっただ
ろうか」と述べ，Kandinsky が新しい作風にいたったこ
とが二人の緊張関係に影響していると考えている。
Kandinsky の人生上の転換期には常にかたわらに一体
的関係にある女性が存在していたという。Münter は彼
の抽象画への転換を見守っていた存在だった。1902年か
ら1912年の二人の作品をみると，やはりよく似ている
（Hoberg, 1994）。そこには一体感を感じられるものがあ
る。しかし，Kandinsky は常にかたわらに女性がいるも
のの，女性をミューズのような存在としてそこから創作
に影響を受けるというよりは，理論的に絵を描ける人の
ようである。かたわらの女性は，Münter のような見守
り手，理解者のようである。一方，Münter は，その作
風では Kandinsky の理論に影響を受け，40代のうつは
Kandinsky の離反にたいする悲哀反応だろうという（吉
野，2000）。しかし大きな破綻にはならず，画家として
の人生を全うすることはできている。吉野（2000）はそ
れを，「強烈な自己を持ち，自分の信念を貫く人格」に
帰している（p.143）。個性という点では Kandinsky も強
いものを持っていたと思われるが，Münter は彼に師事
し，作風に影響を受けつつも，その一体感が失われた後
に迫害的になるなどの自我の侵入が考えられる状態には
ならず，立ち直ることができている。それには，彼女の
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自我の強さももちろんあるだろう。筆者はそれに加え
て，Kandinsky が見守り手の女性は必要とするが，創造
の源泉として女性を必要とする人ではなかった可能性も
あるのではないかと考える。彼の分裂気質的な側面だろ
うか。庇護的な役割を取ることはするが，相手の内面深
くには立ち入らないのではないだろうか。
筆者は，女流画家の Niki de Saint Phalle のパトグラ
フィーを，トラウマとの戦いという観点から考察した
（高田，2016）。その過程で，彼女をめぐる人間関係がエ
ピパトグライーという視点でもみることができると考
え，そのような観点から新たに論じてみようと思う。
Ⅱ．Niki のパトグラフィー
ⅰ．生涯と作品
1930年10月29日，フランス人の父 Andre Marie Fal-
loux de Saint Phalle と，フランス系アメリカ人の母
Jeanne Jacqueline とのあいだに 5 人兄弟（ 2 歳年上の
兄 Jean，6 歳年下の妹 Claine， 8 歳年下の妹 Eliza-
beth，13歳年下の弟 Richard）の第 2 子として，パリ郊
外の Neuilly-sur-Seine に生まれる。本名は，Catherine 
Marie- Agnes Fal de Saint Phalle。父はフランスの貴
族の出身で，家族で銀行を経営していたが，1929年の世
界恐慌で破産し，家族でアメリカに移住した。彼女と兄
は母方の祖父母に預けられ， 3 歳までフランスで過ご
し，その後両親の元に戻った。7 歳でニューヨークに引っ
越し，聖心修道院女学校に通う。この頃 Niki と呼ばれ
るようになった。家庭では典型的な家父長制度の下，厳
格なカトリック教育を受け，厳しく躾けられた（Niki de 
Saint Phalle, 1994, p10, 11）。11歳（1941年）のとき，聖
心修道院女学校を放校となってしまう。Niki は家庭で
も学校でも怒りやすく，反抗的だったという（増田，
1998）。一時期母方祖父母に預けられるが，再び両親の
もとに戻り，美術学校のブレアリー・スクールに通い，
詩作と演劇を学ぶ。しかしここでもまた校内に置かれて
いたギリシャ彫刻の局部を隠すためのイチジクの葉を赤
く塗ってしまうという事件を起こし，校長より，学校を
やめるか精神の治療を受けるように言われる。その後
ニューヨークの修道院付の学校に転校し，17歳（1948年）
で高校を卒業する。厳格なキリスト教教育には収まらな
い，またそれに対する反抗がみて取れるが，しかしどこ
か怒りの矛先がわからず暴れているかのようでもある。
高卒後，美貌を生かしてモデルの仕事を始め，日本で
もよく知られている『ヴォーグ』誌，『ハーパース・バ
ザー』，『ライフ』の表紙を飾る。しかし，翌年19歳
（1949年）で 1 歳年上の Harry Mathews と駆け落ち
し，のちにニューヨークで結婚し，21歳（1951年）のと
きにボストンで娘 Laura が生まれている。翌年パリに
移り，Harry は指揮者を目指してエコール・ノルマルで
勉強し，Niki は演劇学校に入学する。この時期に家族
で南フランス，スペイン，イタリアなどを旅行し，さま
ざまな美術館や大聖堂など見たことは，Niki にインス
ピレーションを与え，のちの作品に影響したと言われて
いる。
Niki には，子どもの頃夕食のテーブルでしかめ面を
するというコントロールできない癖があった。チックの
ようなものではないかと思うが，Niki 自身は後年これ
を父親への無意識の復讐と位置づけている（Niki de 
Saint Phalle, 1994, p11）。また Niki には上唇を噛む癖が
あり，20歳の頃それで外科手術を受けている。「20年
後，私の唇はあまりにもひどい扱いをしたので， 2 番目
の唇ができていました。私は自分の顔のうえに自分の恥
をぶらさげていたのです。（中略）攻撃するならからだ
の他の部分を選んだほうがましです」（Niki de Saint 
Phalle, 1994, p 7 ）と，Niki は述べている。23歳（1953
年）のときに深刻な神経衰弱に陥り入院し，10回の電気
ショック療法とインシュリン療法を受けている。ここで
絵画が治療に有効であることがわかり，演劇をあきら
め，芸術家を志す。同じ頃 Harry も音楽を諦め小説を
書き始めている。その後 Niki は，アメリカ人の画家
Hue Wise と出会い， 5 年間絵画の指導を受ける。彼は
自由なスタイルで制作することを勧めたという（ニキ・
ド・サンファル展カタログ2006）。
24歳（1954年）で息子 Philippe が生まれる。Niki と
Harry はこの頃ルーヴル美術館で，Klee，Matisse，Pi-
casso，Rousseau などの作品に触れる。また，Gaudi の
「グエル公園」，Cheval の「理想宮殿」に出会い，将来
自分の理想宮殿を作ろうという決意を得る。またこの年
にキネティック・アートの Jean Tinguely とその妻 Eva 
Epeli と出会っている。
26歳（1956年）に，初の個展「Niki Mathews −パリ
−絵画」がスイスのザンクト・ガレンで開かれる。Niki
はその後，30歳（1960年）で，Harry と離婚する。彼が
二人の子どもと引越し，彼女はそのまま残った。この年
の末，Niki と Tinguely は多くの芸術家がいたロンサン
袋小路に引越し，共有のアトリエを構える。母として，
妻として葛藤がなかったはずはないが，芸術家として生
きる道を選んだ，あるいは選ばざるをえなかったと言え
るだろう。
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31歳（1961年）に，第一回の射撃イべントが行われ，
ヌーボー・レアリストたちとの交流が始まる。その後33
歳（1963年）で，ロスアンゼルスで「キングコング」を
制作。この年，Tinguely とソワジーにアトリエと住居
を構え，花嫁，出産，娼婦，魔女など女性をテーマにし
た作品を制作し始める。
35歳（1965年）では，毛糸や布などで「ナナ」の制作
が始まる。パリのアレクサンダー･ イオラス・ギャラリ
ーで「ナナ」のシリーズを発表。その後36歳（1966年）
に，Tinguely，Ulfvedt と共に，ストックホルム近代美
術館に巨大なナナ「ホーン」を制作し，これは大きな反
響を呼ぶ。またその翌年（1967年）に Tinguely とモン
トリオール万国博のフランス館に「幻想楽園」を制作す
る。そして，1968年にはお互いに新しい恋人を持つとい
う経験を経て，41歳（1971年），Tinguely と正式に結婚
する。このとき二人はもはや共に暮らしていなかったも
のの，没後も互いの作品を管理することを約束したとい
う（ニキ・ド・サンファル展カタログ2015）。
このあと Niki は映画制作も手がけるようになる。42
歳（1972年），父親が亡くなったあとに映画『ダディ』
制作する。Niki 自身は，「自分と父との関係がどういう
ものだったのかを理解するのに映画を作ることを決めま
した」と述べている。しかしこの作品は，Tinguely を
はじめ家族など周囲のひんしゅくをかった。父との関係
がどういうものだったのかを理解したいという目的のも
とに映画を作ったのであるが，Niki はこの映画作成後
にうつになってしまっている。（Niki de Saint Phalle 
1994, p.9）。
44歳（1974年），ポリエステルで作成するときに発生
するガスが原因で肺になり，その療養中に，Niki の理
想宮殿である「タロット・ガーデン」の土地を提供して
くれる旧友と再会し，以降その構想，設計，制作が開始
される。それは終生の作品となり，1998年にオープンす
るが，その後も製作は続けられていた。Niki の没後は
維持されるにとどまり，「タロット・ガーデン」の作品
のうちのいくつかは未完のままとなった。この年，Niki
の妹 Elizabeth が自死している。この後48歳（1978
年），母 Jacqueline が亡くなる。これをきっかけに彫刻
「身繕い」が制作される。
50歳（1980年），パリのポンピドゥ・センターで
「Niki de Saint Phalle 1954-1980」展が開かれ，その後
ヨーロッパ各地を巡回する。また，この年の 8 月，日本
人の Yoko 増田静江が東京の画廊で Niki の版画「恋人
へのラブレター」を見たことをきっかけに，Niki 作品
の収集をはじめ，12月には上野に「スペース・ニキ」を
開廊し，その後も日本で Niki の紹介に尽力する。彼女
の努力は那須に「ニキ美術館」（1994年開館）として，
実を結ぶこととなる。
Niki61歳（1991年）の 8 月，Tinguely が心臓発作で
亡くなる。Niki は葬儀を行い，その後 Tinguely へのオ
マージュ「meta Tinguely」を制作する。その後 Niki は
約束どおり何年にもわたり Tinguely の作品を保護する
取り組みを続けた。そも努力は実り，1996年バーゼルに
Tinguely 美術館が開館される。
肺を病んでいた Niki だが，52歳（1982年）に最初の
リウマチの発作に襲われ，その後 Niki は生涯にわたり
苦しむこととなる。63歳（1993年）では，さらに喘息と
関節炎に苦しみ，カリフォルニア州サンディエゴ市ラ・
ホーヤに移住し，亡くなるまでここで過ごした。
64歳（1994年），最初の自伝 “Mon Secret” が，娘
Laura に語りかける手紙の形で出版される。この中で，
11歳の時の父親からの性的虐待を告白している。さらに
その 5 年後（1999年）に，二つ目の自伝である “Trac-
es” を出版する。またこの年，上の妹の Claine が癌で亡
くなっている。
68歳（1998年）の10月，来日し，ニキ美術館を訪れ
る。また京都にて「ニキ・ド・サンファル映画＆トーク
の夕べ」と題したイベントが開催され，映画『ダディ』
の上映後，Niki と Yoko 増田静江，社会学者の上野千鶴
子が会談している。「どうして『ダディ』を作ったので
すか？」という上野の問いに，「当時，女は結婚をしな
ければならなかったし，父親にも苦しめられてきまし
た。これまでの女性たちと違う生き方をしたい，そして
男性と同じ権利を持った女性になりたいと思ったので
す。同じ権利を持ちたいと思っただけで，男性になりた
いわけではありません。女性であることを誇りに思って
いるし，そのことが支えとなって今の私のアートがあり
ます」とその制作意図を述べている（黒岩，2015　
p.276）。69歳（1999年），自伝の 2 巻『Harry et Moi』
の執筆を始める。 8 月に弟の Richard が自死する。Niki
は唖然とするばかりであったという。
71歳（2002年）の 5 月21日，肺炎が悪化し，サンディ
エゴの病院で生涯を閉じる。ヨーロッパでは 5 月22日に
なっており，それは Tinguely の誕生日だった。
ⅱ．考察
幼少期から反抗的，攻撃的であったが，ひどくなった
のは11歳ときに父親からうけた性的虐待のあとのようで
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ある。学校内にあるギリシャ彫刻の局部を隠す葉の彫刻
を赤く塗るということで，精神的な治療を受けるか，放
校になるかをせまられた。この問題行動は，言うに言え
ない秘密を持ってしまった Niki の精一杯の表現だろ
う。残念なことにそのメッセージは周囲には理解されな
かったようだ。Niki にはそのほか，食卓で顔をしかめ
るチックのような症状，また唇を強く噛む癖もあり，神
経症的な傾向を持っていたといえるだろう。それがピー
クに達したのが，20代の入院である。ひどい神経衰弱と
いわれ，電気ショック療法，インシュリン療法をうけて
いる。当時のカルテを見たわけでもなく，確かなことは
いえないが，強力な治療をうけていることからは，精神
病を思わせる激しい症状を見せていたのではないだろう
か。しかしその後の回復をみると，精神病を発症したと
は考えられず，射撃絵画にみられる強い攻撃性や，同じ
テーマを繰り返し創作していることなどからは，外傷の
影響による反応性精神病状態が推測でき，実際映画の
『ダディ』では，近親姦を暗示しているのではないかと
いうことはささやかれていた（上野，2004）。これに関
しては，64歳の時の自伝で告白されている。Niki の20
代後半の入院は，彼女に絵を描くこという表現に気づか
せた。はじめは神経症の治療に役に立つものであたった
が，それはついには Niki の生涯にわたる表現手段となっ
た。初期の作品は，家族への批判，戦争への批判であっ
た。そしてその表現は，攻撃的で過激であった。射撃絵
画はその極まった表現だろう。興味深いことに，この極
まったところで「ナナ」が創造される。男性への陰惨な
攻撃の極みで，おおらかな女性であることを謳歌するか
のようなナナのシリーズが制作されるようになった。射
撃絵画も当時センセーショナルであったが，その強い攻
撃性が大きな特徴である。しかし「ナナ」は，その真逆
で，非常にポジティヴな女性像である。その後はさまざ
まな女性たち，ネガティヴな面もポジティヴな面も，女
性のあらゆる側面が作品となっていった。さらに，
Tinguely との共同制作も数多く手がけている。そのな
かでもストラヴィンスキーの「自動人形の噴水」（1983）
はすぐれたものではないだろうか。二人の作品が全くち
がうものでありながらお互い妨げあることなく，一体と
なっている。どちらかが一方を押しつぶしたりしない二
人の関係もよく表れているのかもしれない。映画『ダ
ディ』を作成して20年余のちに，自伝のなかで Niki は
ようやく自分の性的虐待をおおやけにすることができ
た。上野（2004）のいうように，これほど時間のかかる
ことなのかと，またその傷の深さに想いを馳せないでは
いられない。ここでようやく，『ダディ』では「狂った
ような攻撃性」（Niki de Saint Phalle 1994, p.9）だった
ものが収束することができたのだろう。Niki の制作が
トラウマとの戦いであったことはほかでも述べたので
（高田，2016），ここでは省略する。
Ⅲ．Tinguely のパトグラフィー
ⅰ．生涯と作品
Jean Tinguely（1925- 1991）は，スイスの現代美
術，画家，彫刻家である。彼は廃物を利用して機械のよ
うに動く彫刻を制作することで知られており，キネティッ
ク・アート（動く美術作品）の代表的な作家である。
Jean Tinguely は，1925年にスイスのフリブールに
Charles Célestin Tinguely と Janne Louise tingue-
ly-Ruffieux の一人息子として生まれた。生まれ育った
のはスイスでもドイツ語を話す地域だったが，Tinguely
家族はフランス語を話し，父親は生涯ドイツ語を話す周
囲にとけ込めなかったという。Jean はカトリックの洗
礼，堅信を受けているが，12歳の時に初めて参加したファ
スナハトというカーニバルでみた仮面に衝撃を受けたと
いう。カトリックからするとカーニバルの仮面は異教的
に感じるものであっただろう。Jean は学校の放課後，
毎週水曜日に美術教室に通っていた。長じてバーゼルで
美術学校に学び，この時期に彼は Kurt Schwiters に影
響を受けて，ダダイスムやジャンク・アートへの関心を
高めた。14歳の時にイタリアのファシズムによる戦争を
体験し，ギリシャで反戦の運動に参加する。早くから人
間愛にめざめていたといえるだろう。
バーゼルでウィンドウドレッサーの仕事に就くが，う
まくいかず，美術学校に行くことになる。ここで，
Kurt Schwiters の仲間と出会っている。1945年，兵役
につく。ここでも芸術家仲間と出会っている。1948年，
Kurt Schwiters 仲間として知り合った，Eva Epeli と引っ
越し，その後1953年に結婚し，パリに引っ越す。しばら
くの間はスイスでウィンドウドレッサーの仕事も続けて
いた。
1954年，パリでは抽象芸術の仲間たちと活動していた
が，とある失敗をきっかけに，キネティック・アートに
目覚めていく。
1950年代半ば以降はパリで活動し，Yves Klein や
Niki de Saint Phalle らの美術家たちと知り合った。
Tinguely の作品を見に来ていた Niki de Saint Phalle 夫
妻と，Tinguely 夫妻はすぐに気が合い，付き合うよう
になったという。
高田夏子40
1950年代末から，捨てられた家電や機械の一部を組み
立てて動く作品を制作し，1959年には「メタマティッ
ク」（自動デッサン機）シリーズを発表している。彼の
作品は，生産しない機械である。
1960年にはヌーヴォー・レアリスムの結成に関わり，
ニューヨーク近代美術館で開催された展覧会では不器用
に動いて音を立て最後は自ら炎上して崩壊する巨大な機
械『ニューヨーク賛歌』を出展した。
1971年には Niki de Saint Phalle と結婚。1977年には
バーゼルに『噴水の劇場』（Tinguely の噴水）を制作。
1982年にはポンピドゥー・センターに隣接するストラ
ヴィンスキー広場に，『自動人形の噴水』を Niki de 
Saint Phalle と共同制作するなど，各地にパブリックア
ートを設置した。
1984年には日本の高輪美術館（後のセゾン現代美術
館）に『地獄の首都 No.1』の制作を依頼され，来日し
ている。このときの様子は大岡（大岡，1963）が書いて
いる。その他，ドイツのデュースブルクやフランス・シ
ノン城に Niki de Saint Phalle と共同制作で作品を設置
しているほか，アメリカのノースカロライナ州シャー
ロットに『La Cascade』という名の巨大作品を設置し
ている。
1991年にベルンで死去した。Niki de Saint Phalle は
約束通り作品の保護に奔走し，1996年10月にはバーゼル
に Mario Botta の設計で「Tinguely 美術館」が開館
し，彼の動く作品群が展示されている。
ⅱ．考察
筆者は，数年前スイスを訪れた際に，Tinguely 美術
館を訪ねる機会があった。その美術館は，眺めるという
よりは，触って楽しむことができるものだった。
Tinguely 自身については，少年のような感性に知性的
な批判を加えて表現できる，そんな印象を受けた。その
生涯をみても Tinguely には病理的なものはみられない
（Müller, 2012）。新しい芸術の流れをつかみ，それをリ
ードしていくことができた成功した芸術家で，生涯を健
康に送れた人ではないだろうか。父親はドイツ語圏にす
むフランス語を話すスイス人でドイツ語を話す周囲には
馴染めず，Tinguely は，「父は不幸な人だったと思う」
と述べている（Müller, 2012）。しかしこのような環境
が，性格形成上は人の傷つきにたいして思いやりを持て
るような面を育てたのかもしれない。思春期の多感な時
期に反戦の運動に参加するなど，その人間愛的な部分は
彼の一貫した特徴だろう。Niki にたいしても師となら
ず，芸術家同士の尊敬を保っていた。増田（1998）いわ
く，「天性のヒューマニスト」であり，器の大きな人と
いう印象である。
Niki とは10年近く同居したあと，Tinguely がスイス
に恋人ができ，Niki にも恋人ができ，お互いの作品を
守ることを約束しての結婚をした。しかし愛情が冷めた
とは言いがたく，Niki は Tinguely に男性を投影し，
Tinguely もその逆であったという（雑誌「シュプール」
1998年 6 月）。エロス的関係を無理に継続しないことで
共感者，庇護者の関係が維持されたのかもしれない。ま
たはエロス的関係をも超えた理解が二人にはあったのだ
ろうか。映画の『ダディ』に対して Tinguely は批判的
であったという。またその逆に Niki が Tinguely の作品
の展示について，「洗濯物」と批判して，Tinguely が激
怒したエピソードもある（増田，1998）。まるで兄弟姉
妹のような批判し，信頼する関係である。とはいえ
Tinguely がより Niki を支えていたとはいえると思う。
それには，彫刻という表現は一人ではできず，モティー
フを実現してくれる職人や職人的パートナーがどうして
も必要ということもあるだろう。Niki のタロットガー
デンはそのいい例である。Niki が発案し，模型を作
り，Tinguely をはじめとするスタッフが土台と元にな
る彫刻を作り，そこに Niki がペイントするという作り
方である。これほどの信頼関係にありながら，誰かを自
分の創作に巻き込むこともなく，相手の心理的内部に深
入りしないでいられるという Tinguely のあり方は，な
かなか稀有なものではないだろうか。
Ⅳ．Yoko 増田静江のパトグラフィー
ⅰ．生涯
Yoko 増田静江（1931-2009）は Niki 作品のコレクタ
ーで，個人のコレクションをもとにニキ美術館を開い
た。Niki とも親しい関係を持ち，Yoko というの名前
は，Niki が呼びやすいようにと自分でつけたものであ
る。パルコを作った増田通二の妻であった。通二はかね
てから Yoko にコレクターの自伝を書くように勧めてい
たが，それは息子の妻の手によって実現することになっ
た。その自伝的な語りをまとめた『ニキとヨーコ』（黒
岩，2015）には，その生い立ちから，日本料理屋の女将
となり，そのご Niki のコレクターへとなっていく過程
が詳しく書かれている。それをもとに彼女のパトグラ
フィーを考えてみたいと思う。
旧姓黒岩静江は，1931年，東京神田に，日本料理屋を
営む黒岩由太郎，千代子の 3 人姉妹の長女として生まれ
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る。この実家の「花家」は，当時二重弁当・三重弁当が
売りの非常に繁盛していた店だった。母親の千代子は，
大きな料理屋に生まれ，踊りや三味線，絵をたしなむ美
人であったという。Yoko は，この母とそりが合わなかっ
た。『ニキとヨーコ』のなかで，幼少期の記憶で最初に出
てくるのが，ガキ大将を決闘で泣かせたことと，母に台
所の床下収納にお仕置きで閉じ込められたことである。
Yoko の母親は娘の気の強さと合わなかったのか，女の
子としてはなんとかしなければという責任感だったの
か，Yoko にはきつく当たっていたようである。子ども
にとってはありのままを受け入れてくれる経験に乏しい
ことになり，つらいことであっただろう。その母とは結
局わかりあえることなく， 9 歳のときに病気で失ってし
まう。そうした母との関係を補うかのように父親とは馬
が合い，父親も Yoko には期待するところがあったよう
だ。将来は，弁護士にとつねづね言っていたという。
戦争後，疎開先から帰ったのちは，女学校に通い，
Yoko はそこで演劇部で活躍した。学校ではリーダー的
な人気者だった。実家の空いている部屋には，友だちや
居候が集い，そこは「子供の家」と呼ばれるようにな
り，ギターを弾いたり，とりとめなく話したり，演劇や
映画，文学について話したり，自由できままな青春時代
だったようである。女学校を卒業したのちは，英語の勉
強がしたいと津田塾専門学校へと進み，そこでも演劇部
に入った。その頃友人の紹介で，通二と出会う。通二
は，日本画家の父を持ち，絵が上手く，旧制都立高校時
代の文化祭では背景を全部手がけ，演劇好きであった。
二人は意気投合し，結婚を考えるようになった。しかし
当時まだ東大生で収入のなかった通二に Yoko の父はな
かなか結婚の承諾は与えられなかった。Yoko は英語の
教師となり，夜は法律の学校に通う多忙な日々を送るよ
うになり，夢中で食べることをないがしろにしているう
ちに栄養失調で倒れてしまう。通二の方も，Yoko の父
を納得させるべく，友人で西武百貨店の堤清二のツテで
仕事についたり，大学を終えたり努力をしていた。こう
した努力にもかかわらず結婚を認めてくれない父に，あ
る日 Yoko の怒りが爆発し，ついに駆け落ちにいたっ
た。通二はどうにか高校教員の職を得て，二人は結婚生
活を始める。Yoko は24歳になっていた。父と和解した
のはその 3 年後であった。
結婚して 1 年後に長男大輔が，その 3 年後に次男の雅
志が誕生する。家事や子育ては苦手だった Yoko にとっ
ては，なかなかつらい日々であったようである。子ども
はかわいいのだが，欲求不満をつのらせていた。頼みの
通二は夜遅くに疲れて帰ってくる。その頃父が倒れ，そ
れを機に花家はデパートに店を出したりいろいろこころ
みを始め，それには通二が花家の婿として関係していた
が，伝統的な職人の世界と通二の性格は合わず，ついに
やめてしまった。Yoko も池袋西武で働いていたがそこ
をやめ，しばらくは「せっかくの機会だから子供たちと
運と遊んであげよう」と子どもとの時間を大切にしてい
た。堤清二の関係で M 商会に入社したものの，これま
で全く知らない世界であった通二は毎日イライラしてい
た。以前から才能があるのに働かないのはもったいない
と Yoko に言っていた通二だが，ある日 Yoko に決定的
なひとことを言う。「お前つまらなくなったな」。このこ
とばにショックを受け，離婚も考えながらうつうつとし
た日々をおくる Yoko だったが，父がつねに言っていた
「女の子も野心を持て」ということばが思い出されてき
た。そして13歳の頃の自分に戻って，野心を実現させる
こと考えるようになった。そこからは Yoko が本来持っ
ていた失敗を恐れず好奇心の旺盛なところが遺憾なく発
揮されるようになる。大好きな Virginia Woolf の「女に
必要なのは，少しのお金と自分の部屋」やある政治家の
「政治は無から有を生み出すこと」などが支えになっ
た。けっきょく一番気になっていた花家を継ぐことを始
めた。料理は男の世界であり，女が入っていくことは難
しく，会計士の裏切りや，職人に包丁を突き立てられて
店をよこせと脅されたりしたこともあった。しかし
Yoko には交渉の力もあり，土壇場の機転もきくほう
で，どうにか危機を乗り越えていった。通二と Yoko は
こうしてそれぞれの道を歩み始めたが，取り残された子
どもたちが荒れ始めた。Yoko 似で奔放なところのあっ
たためか，インディアンごっこ，ちゃんばらごっこで，
命にかかわるような事態になったこともあった。ここで
も Yoko は大胆な決断をする。今は踏ん張りどころなの
で， 3 年の間子どもたちを人に見てもらうことにして，
次男の雅志は田舎の知り合いに預けた。預けられる彼の
気持ちに共感しつつもこのまま手元に置いておくのはか
えってよくないという判断であった。何日も眠れない
日々を経たのちの決断であった。
通二にも転機がおとずれ，当時西武が経営していた池
袋のデパートの丸
まる
物
ぶつ
が経営不振に陥っており，その再建
を託されたのだった。通二は専門店を組み込んだビルを
考えた。池袋パルコの誕生であった。この新しい発想に
さまざまな反発はあったが，大いにあたり，ついには渋
谷に進出することになる。Yoko の奮闘の影響もあっ
て，女性をターゲットにファッショナブルな店を入れる
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ことに奔走した。
花家やほかの店舗はたたむこととなり，Yoko は資金
的な困難を抱えながらもそこにビルを建てた。またほか
の店舗のあとに，「ジャック＆ベティ」という店内にブ
ランコのある面白い喫茶店も始めた。その店には女性が
集い，話をしたり，一人で過ごしたりしていたが，それ
を見た Yoko はこういう場をもっと増やしたいと思った
という。通二とは普通の夫婦ではなく，パルコの専務だっ
た通二の妻として外に対してはきちんとふるまっていた
が，別々に暮らし，重要な決断を迫られた時には相談も
するが，それ以外の愚痴は一切言わなかったという。お
互いに尊敬し合い，またライバルでもあったという。
花家のあとのビルが完成する少し前の，1980年 8 月，
たまたま入ったギャラリーで，Niki の版画『恋人への
ラブレター』と運命的な出会いをする。「まるで魂が吸
い寄せられるような，強烈な体験。自分の中の何かがパッ
と解放され，満たされていくような出会いだった」との
ちに述べているという（黒岩，2015）。のちに二人が初
めて会うとき，Niki も似たような体験を述べている。
筆者は，Yoko のこの出会いが，「ナナ」などの Niki の
代表作でないことが不思議だった。そうした作品に比べ
ると「恋人へのラブレター」は，とても地味なのであ
る。やはり運命的な出会いだったということだろうか。
そこから Niki 作品のコレクションが始まる。12月には
スペース・ニキという個人の名前の入った画廊を立ち上
げ，これは当時とても新しいものであった。その画廊
で，毎日 Niki の作品を眺め，Niki について調べてい
た。海外にも展覧会や作品を買いに行き，ついに Niki
にも会うことになる。はじめのうちは誤解されてつらい
思いをしたこともあったが，次第に関係を深めていくよ
うになった。Niki の娘の Laura とも気が合い家族ぐる
みの付き合いとなっていく。Niki の作品を集め，Niki
について考えていくうちに，Yoko は自分との共通点に
気づいていき，Niki は自分であることを理解していっ
た。のちに述べるが二人には実にさまざまな共通点があ
る。
ニキ美術館の立ち上げにはいろいろな紆余曲折があっ
た。那須のその場所は国立公園であり，建物にも厳しい
規制があった。Niki がはじめにデザインしたものは建
てることができず，けっきょく通二が設計に関わったも
のとなったが，そのデザインが鋭角であるということを
巡って，Niki と Yoko はたびたび激しい喧嘩をしてい
た。この点に関しては，Niki が美術館を訪れて，それ
が非常に周囲とも Niki の作品とも合っていることを納
得するまで解決をみなかった。この来日のときに，京都
も訪ね，いろいろな仏像をみたことは Niki にも創作意
欲をかきたてる経験となり，のちに『ブッダ』が作られ
る。またこのとき京都で「映画＆トークの夕べ」が開か
れ，Niki の映画『ダディ』が上映されたあとに，上野
千鶴子をまじえて座談会が開かれている。会場に入りき
れないほどの人が集まったという。
Niki が亡くなったとき，Yoko はそのフランスのポン
ピドゥー・センター脇のサンメリ教会で行われたセレモ
ニーに参加している。帰国後悲しみにくれながらも仕事
を再開した。「ニキの作品は，私を子供の時の裸の女の
子，好奇心の強い失敗を恐れない女の子に戻してくれ
た。そして女として，人間として，生きる勇気や夢，誇
りを与えてくれた。私が変われてように，たくさんの人
にニキの作品から力を受け取ってほしい」と述べている
（黒岩，2015）。Niki の死から 7 年後の2009年に Yoko は
79歳で生涯を閉じている。晩年は体調との戦いであった
という。夫の通二を2007年に亡くしてからはとくに気
力，体力ともに衰えが厳しかったという。
ⅱ．考察
Yoko は夢中になったものは粘り強く実現させること
ができる人である。子どもの頃は母との折り合いが悪く
つらい思いをしたこともあったが，持ち前の好奇心と強
さや失敗を恐れない強い性格がそれで損なわれることは
なかった。Niki 作品と出会ってからは，Niki 病とでも
言える状態になり，日がな一日 Niki の作品を眺め，
Niki について調べていく。まるでストーカーである。
Niki について話し続ける Yoko に，夫の通二はこれは大
変なことになったと感じ，作品を買うときには同行した
という。通二は Niki が言っていた「私たちはクレージ
ー」という Yoko の面をよく理解し，補うことができる
人であったと思われる。Yoko は Niki のコレクターから
美術館を作ってしまうなど，思ったことを貫いていく面
が強いが，執着性格とまではいえないだろう。ビジネス
の才はあり，交渉力，決断力，柔軟性に優れている。ど
ちらかといえば地味な作品から Niki の才能を感じとっ
たり，ビルの土地を買う時に亡くなった父の声を聞き決
断するなど，直感力にも優れているところがあるよう
だ。Niki とはお互い特別な関係を感じとっている。
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Ⅴ．エピパトグラフィーからみた Niki と
Tinguely，Yoko 増田静江
ⅰ．Tinguely と Niki の関係
初期の頃は Tingurely が Niki の共感的役割，庇護者
の役割だった。のちに二人はエロス的関係になり，それ
はそれで自然なことだったのだろう。二人のユニークな
ところは，エロス的関係が解消したあとも，共感的，庇
護的役割は残すことができたことである。
狂気という点では，Niki は20代で電気ショック療法
を10回位に渡って受けるほどの病にかかっている。父か
らの性的虐待が背景にあり，男性のある面に関しては強
い攻撃性を向けるところが Niki にはある。そしてそれ
は，映画『ダディ』を制作したあとにうつを引き起こし
ているように，それは Niki 自身にも跳ね返ってくるも
のであった。恋愛関係の破局がすべての関係の破局とな
り，そのあとは泥仕合，というような非生産的なことに
なっていたとしたら，相手が Tinguely でなければ，
Niki が再び精神のバランスを崩す可能性もあったので
はないかと思われる。Tinguely に新しい恋人ができた
ときは，おそらく大きな危機だっただろう。「より強く
支配的な他方が無意識に相手の内部へ深く介入してしま
い，結果として schizophrenogenic な役割を演ずる」
（宮本，1979）とはならなかったが，Niki 自身にはその
素養もあったのではないかと考えられる。しかし二人が
した選択は幸い全然違うものだった。それはお互いに新
しい恋人を持つようになっても，結婚をしたとしても，
それにもかかわらず相手の作品を保護しあうということ
を約束したものだった。恋人という関係よりも芸術のパ
ートナーであることを優先した関係で，非常に理性的に
みえるが，お互いに侵入しすぎず，なおかつけっして失
わずという関係を維持するには，最善のみちだったのだ
ろう。Tinguery が Niki を自由な芸術へと誘ったことは
確かだが，指導者にならなかったことは大きい。このこ
とは，増田（1998）も Niki の幸運のひとつに挙げてい
る。はじめから同士として，同じ芸術家として関係を維
持している。のちには唯一無二のパートナーとなってい
く。これは，Kandinsky と Münter の関係とずいぶん違っ
ている。Kandinsky には見守り手としての女性が必要で
あった。ときにはそれは相手の病理をひきだすこともあ
るだろう。
ⅱ．Yoko 増田静江と Niki の関係
二人には共通点がたくさんある。母としっくりあわな
かったこと，反抗的だったこと，かけおちで結婚してい
ること，男性社会のなかで戦ってきたこと，子どもと離
れることも辞さない厳しさをもっていること，助け合え
るパートナーとの関係などである。はじまりは Yoko が
Niki のファンになり作品の収集を始めたことだった
が，その関係は単なるファンを超えたものがあったので
はないだろうか。はじめ Niki は Yoko が理解できず，
警戒していた。いったん思い立つと一途に走る Yoko の
性格は，ストーカーのように感じられてしまうところが
あった可能性がある。しかし，しだいに Niki は自分が
Yoko に引き越した Niki 病を理解し，お互いに共感し合
うようになっていく。『ニキとヨーコ』（黒岩，2015）の
前書きは Niki から Yoko に宛てた手紙となっている
が，そこで Niki は次のように述べている。「私たちの出
会いはとても特別なものでしたね。それは運命的な出会
いでした。出会う以外なかったのです。私たちに出会い
は約束されていたのですから。私たちが前世で互いを知
っていたと，あなたは感じていますね。私もあなたに初
めて会った時，とても不思議な感じがしました。あなた
に会うのがとてもうれしくて，わくわくしていました。
（中略）私にとってあなたが何を象徴しているのかは，
はっきり表現できません。まだ神秘に覆われているから
です。でも，血の繋がった姉妹であるかのように，あな
たが私を直感的に理解しているように感じることは確か
です。私たちは，不思議で，ごく稀にしかない関係なの
です。あなたは私の同じでちょっとクレージーでもあり
ますよね」。この手紙からはお互いに相手を近しいもの
と感じていることがわかる。Yoko は美術館だけでな
く，その前にスペース・ニキも立ち上げているが，これ
は女性のための場所を作りたいという思いで開かれた画
廊だった。これはこの時代の女性が求めていたもので，
Niki の作品はそのような女性には共感を持って受け入
れられるものだっただろう。
Yoko にとって Niki は，鏡のように自分を映すものだっ
た。鏡に映った Niki に共感するだけであれば，ファン
の心理と変わらないのであるが，二人にはそれ以上の一
体感があったと思われる。男性社会で傷つきながら，そ
れでも潰されることなく生き抜いてきたという思いもあ
るだろうが，さらにそれを超えた近さを二人は感じてい
たようである。前世，来世でのつながりをも感じるの
は，そのような近さがあるからだろう。Yoko は，Niki
の「ブッダ」の創造のきっかけは提供したが，創造その
ものを賦活したわけではない。彼女は Niki の深い理解
者，共感者といえる。
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Ⅵ．おわりに
本論は，エピパトグラフィーの概念をやや広くとらえ
たものとなった。しかし人間と創造性との関係を考えて
いく上では，このように広くとらえて考えていくことも
有益なのではないかと思われる。
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